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２０２５年１０月号 

「未来来創造塾」～小笠原先生の講義 

 未来創造塾は、7 月から 9 月までの 3 か月間、経営幹部が仲間とともに自社の将来を考え

るコースです。今回は滋賀医科大学の小笠原特任教授の講義「不確実な時代のホライズン・ス

キャニング」内容の一部をご紹介します。 

 

私の多様なキャリアパスと学び 

私は現在、国立大学法人滋賀医科大学で医学研究監理室長およびバイオメディカル・イノベーションセ

ンター特任教授を務めています。大学時代研究に没頭し、スパコンを用いた解析を行いましたが、当時のス

パコン能力では医薬開発に数十年を要し、実用にはほど遠いものでした。 その後ソニーに入社し、

PlayStation 1 から 3、MD、DVD の開発に携わりました。ソニー退社後は国家公務員として経済産業省

や文部科学省で国の科学技術戦略策定に貢献し、理化学研究所でのスパコン「京」の立ち上げにも関わ

りました。これらの経験を通じて、うまくいった話よりも失敗談から得られる教訓の方が、世の中の役に立つ

ことが多いと痛感しています。 

 

ホライズン・スキャニング：未来を先読みする思考法 

未来を読む従来の思考法には「ロードマップ」や「バックキャスト」がありますが、現代のような不確実な

時代には、さらに「ホライズン・スキャニング」というアプローチが不可欠です。ホライズン・スキャニングとは、

まだ弱い信号として見えている「ウィークシグナル」や、突発的な変化「ワイルドカード」を早期に捉え、それ

をビジネスチャンスにどう繋げていくかという概念です。地平線を眺め、日が出てから考えるのではなく、日

の出前に夜空が明るくなる段階で兆しを感知し、その意味を捕捉し、スピード感を持って変容することが求

められます。これは「感知・捕捉・変容」の 3 要素からなる「ダイナミック・ケイパビリティ」として、これからの

リーダーに必須の能力です。 

 

ソニーでの数々の試練と学び 
1. SOI 技術：失敗から生まれた革新 

ソニー入社時、私は超高速半導体素子（SOI 構造）の研究開発を行いました。シリコンウェハを貼り合

わせて薄膜化する技術でしたが、「こんな野蛮な方法で量産は不可能」と酷評され、一度はお蔵入りに。し

かし、10 年以上後、PlayStation 3 の CPU「CELL」開発時に IBM が共同研究機関に入ったことでこ

の技術が採用されました。研究開発の成功と製品化の成功は異なるという重要な教訓を得ました。 
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2. MD 開発：ユーザー視点への転換  

MD は録音可能でポケットに入るデジタル音楽プレーヤーとして開発されましたが、初代機はバッテリー

がディスク記録容量 75 分に対し 60 分しか持たず、当時の大賀社長に厳しく叱られました。彼は「エンジ

ニアばかりで製品を考えるからこんなことになる。文系の人材を入れろ」と指摘し、開発チームはユーザー

視点で考えることの重要性を学びました。 

NTT ドコモの i モードやシャープの写メールの成功も同様に、技術視点とユーザーニーズのギャップを

埋めることの重要性を示します。MD の 2 号機からは、火災リスクから一度は却下されたリチウムイオン電

池が世界で初めて搭載され実用化に成功しましたが、ノーベル賞受賞の吉野彰氏の開発より先行してい

たにもかかわらず、アイデア考案者がソニーではなかったため開発のリーダーであったソニーの西美緒は

受賞を逃しました。 

 

3. PlayStation シリーズ：性能と価値のギャップ 

PlayStation 1 は、CD による安価なソフトウェア供給と家電量販店への販売チャネル変更で成功しま

した。 PlayStation 2 では、久夛良木社長から「PS1 の 1000 倍の性能」が指示され、3 次元ゲーム実

現に不可欠な性能向上でした。スパコンでも困難とされた配線長問題を東芝 USA のエンジニアが解決し

たことは、人間の脳の直感と能力の素晴らしさを示す例です。この経験から、「理想の将来像（ありたい姿）

をきちんと置いて考える」、いわゆる「パーパス経営」の重要性を痛感しました。 

しかし、PlayStation 3 では再び「PS2 の 1000 倍以上の性能」を追求し、6000 億円もの巨額を投

じ開発。結果は任天堂 Wii に完敗でした。消費者が求めていたのは高性能グラフィックスではなく、Wii が

提供したような「体を使って楽しむ新しい体験」だったのです。我々は「まだ性能でいけるフェーズだ」と誤

解し、世の中の価値観の変化を見誤ったために失敗しました。この失敗により、最先端工場が築 60 年の

銀座東芝ビルより安く売却されるという皮肉な結果となり、物事の価値を本質的に考えることの重要性を

浮き彫りにしました。また、PS3 の高性能を活かすフルハイビジョンテレビが普及していなかった点も、時期

尚早だったと言えます。 

 

国家戦略への貢献と DX の推進 

ソニー退社後、国家公務員となり、経済産業省とその傘下の産業技術総合研究所で「サービス工学」と

「サービスイノベーション」の概念を日本に導入するプロジェクトを担当しました。これは、製造業がモノ販売

だけでは限界がある中、サービスと組み合わせる「モノからコトへ」の戦略転換を促すものでした。産総研

にサービス工学研究センター、生産性本部にサービス産業生産性協議会を設立し、現在の AI やディープ

ラーニング技術の基礎研究もこの時期に始まりました。 また、文部科学省と経済産業省が共同で「技術経

営（MOT）大学院」を立ち上げ、技術者に経営の知識を身につけさせることの重要性を推進しました。 

 

AI の進化とウィークシグナルの発見 

かつて私は、AI とは高速計算能力を持つ機械だと考えていました。しかし、2000 年代初めに Google

のラリー・ペイジ CEO は「AI は世界中の知の集約で出来上がる。検索エンジンが AI だ」と述べました。彼

の洞察は現在の AI の進化、特にインターネット上の膨大なデータを活用した予測・分析モデルにおいて的

を射ていました。Google がスパコンを使わず、論文データ分析によって医薬品候補を多数発見している事

例は、ウェットラボなしで医薬品開発ができるという、従来の業界構造を根本から変える衝撃的な変化を示

しています。これまでメーカーが強かった領域が、データと AI によって置き換えられつつあります。 

文部科学省で「第 5 期科学技術基本計画」を策定する際、私は初めて科学技術予測調査に「ホライズ
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ン・スキャニング」を導入しました。2015 年の EU 会議で議題となった「新興感染症」と「ドローンの軍事

利用」が、数年後にパンデミックとウクライナ戦争における軍事利用として現実化しました。この経験は、不

確実な事象を予測し、リスクをビジネスチャンスに変えることの重要性を強く示唆しています。産総研の火

山・地震研究グループが、企業の工場立地や保険金額決定に活用されるようになった例も、これまで「使わ

れていなかったもの」が突然価値を持つようになるウィークシグナルの好例です。 

 

経営戦略におけるウィークシグナル活用事例 

1.IBM：ソリューションと社会課題解決への転換 

IBM は 2000 年代初頭の顧客調査で、「コンピューターそのものより、給与計算結果や生産計画の結

果が欲しい」というウィークシグナルを捉えました。これを受け、ハードウェア販売から、IBM 側がコンピュー

ティングリソースを持ち、顧客に「答え」を提供する「ソリューションビジネス」（クラウドコンピューティング）

へとビジネスモデルを抜本的に転換しました。PC 事業やハードディスク事業を売却するなど、会社のポート

フォリオと組織構造まで変革したのです。さらに、2008 年のリーマンショック後、IBM は巨大企業への依存

リスクを回避するため、地球環境、水、食料、気候変動、都市問題といった社会課題を顧客とする「スマータ

ー・プラネット」構想を掲げました。これは、解決の尽きない社会課題こそが最高の顧客であり、課題解決そ

のものが付加価値となるという考え方です。この概念は、国連の SDGs や CSV（共有価値創造）の提唱に

も繋がり、社会貢献とビジネスの共存（持続可能性）が現代の企業活動に不可欠であることを示していま

す。 

 

2.身近なウィークシグナル事例 

ソニーのウォークマンは、井深大会長がアメリカで見た「大きなラジカセを担いで歩く人」という光景か

ら、「歩きながら音楽を聴く文化」が広がるというウィークシグナルを直感し、開発に至ったものです。 また、

現代では POS データなどのビッグデータ分析から、コンビニの唐揚げの主要顧客が若い人ではなく一人

暮らしの高齢者であるといった、従来の思い込みを覆すウィークシグナルが発見され、プロモーション戦略

が変更されて売上向上に繋がった例もあります。 

 

イノベーティブな議論の促進方法 

ウィークシグナルを効果的に捉え、新しいアイデアを生み出すためには、議論のスタイルも重要です。スタ

ンフォード大学では、廊下や休憩スペースに設置されたホワイトボードを活用し、異なる分野の研究者がリ

ラックスした雰囲気で自然に議論する環境が整えられています。 MIT のリチャード・レスター教授は、イノベ

ーティブなアイデアは、ブレインストーミングのような形式的な議論ではなく、雑談のような「会話型議論」か

ら生まれると指摘しています。脳科学的にも、ぼーっとしている時やリラックスした雑談中の「デフォルトモー

ドネットワーク（DMN）」という脳の状態が、普段意識しない長期記憶の情報同士を結びつけ、斬新なアイ

デアを生み出す根拠が示されています。 

 

終わりに 

未来創造塾では、この「感知・捕捉・変容」というホライズン・スキャニングのフレームワークを意識し、

マネタイズを一時的に忘れ、面白さや無責任さを追求する「会話型議論」を通じて、未来のビジネスチ

ャンスの兆しを見つけていただきたいと願っています。 

 

2025 年度第 4 期「未来創造塾」でのご講演を事務局が取りまとめました。 
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新企画！ 「経営品質活動の誕生」 
経営品質協議会 

事務局長  柳本 直行 
 

1996 年 6 月 3 日、日本を代表する大手企業 15 社の経営者が立ち上がり、経営品質協議会が設

立されました。そこから 30 年――。今日、全国の企業、自治体、医療機関がこの理念に共鳴し、変革の波

を広げています。しかし、その幕開けは決して平坦ではありませんでした。創設以前、日本にこの活動を根

づかせようとした人々がどんな情熱を燃やし、どんな試行錯誤を重ねたのか。これまで表に出ることの少

なかったその物語を、今、ひも解いていきます。 

 

1. 有志の研究会「CS 経営総合会議」の設立 

1990 年代、日本経済はバブル崩壊の影響を受け、戦後最大の不況と円高、産業空洞化という嵐の真

っただ中にありました。企業の生き残りを懸けた全社的な変革が待ったなしの状況だったのです。 

当時、“顧客満足（CS）”という考え方が注目を集めていました。「逆さまのピラミッド」（1991 年カー

ル・アルブレヒト著）や「サービスが伝説になる時」（1996 年ベッツィ・サンダース著）の登場を契機に、

「第一次 CS ブーム」と呼ばれる潮流が起きていました。 

しかしその多くは「CS＝現場のサービス改善」という発想にとどまり、バブル崩壊後のリストラやリエン

ジニアリングの中で、活動は“コスト”とみなされ、次々と縮小されていきます。そんな中、「CS は現場の施

策ではなく、経営そのものの競争戦略である」との確信を抱いたリーダーたちが集結しました。1993 年

4 月、彼らは「日本社会に根付く CS 経営振興のための社会的な枠組みづくり」を掲げ、有志研究会

「CS 経営総合会議」を設立します。 

設立発起人は以下の 6 名。 

 

●リサーチ・アンド・ディベロプメント代表取締役社長牛窪一省氏 

●明治学院大学教授上原征彦氏 

●MPC 代表取締役岡本正耿氏 

●トヨタ自動車海外マーケティング部長大高英昭氏 

●第一生命保険ライフデザイン開発部長唐笠昌夫氏 

●日本電気 CS 推進室長立松義雄氏の 6 名。 

 

幹事を務めたのは日本電気とトヨタ自動車の 2 社。 

参加企業は日本電信電話、日本アイ・ビー・エム、富士ゼロックス、ソニー、JTB、資生堂、富士銀行、ホ

テルオークラ、いなげやなど、当時の日本を代表する 30 社に広がりました。この動きを取りまとめたのが、

日本電気 CS 推進室担当部長の福岡敏夫氏です。福岡氏の要請により、社会経済国民会議（現：日本

生産性本部）が事務局として支援の輪に加わりました。 

 

2.「米国マルコム・ボルドリッジ国家品質賞」を研究対象に 

「CS 経営総合会議」で研究の中心となったのが、アメリカの「マルコム・ボルドリッジ国家品質賞（MB

賞）」です。 

1970 年代の米国は、生産性が急落し、加えて日本の高品質・低価格製品の進出によって産業界が打
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撃を受けていました。複写機業界ではシェア 95％が 1982 年には 13％に、オートバイ業界ではシェア

90％が 1977 年には 5.7％にまで落ち込んだのです。 

こうした事態を受けて米国では、「ヤングレポート（1985 年 HP ヤング会長による「大統領産業競争

力委員会」のレポート）」や「メイド・イン・アメリカ（1989 年「MIT 産業生産性委員会」の提言）」などの

レポートや提言に基づく、官民を挙げた競争力強化へのさまざまな施策が打ち出されました。 

日本の高品質低価格製品が市場を席巻したことで、米国でも「品質向上」が競争力強化の起爆剤に

なる、という活動が始まりました。注目されたのは日本企業の「デミング賞」を中心とした品質改善活動で

した。1980 年、E.デミング氏がキャスターを務め、わが国産業界の躍進を紹介した NBC 全米ネットワー

クのドキュメンタリー番組「If Japan can… Why canʼ t we?（日本にできて、なぜ我々にできないの

か?）」は全米に衝撃を与え、改革の火をつけたのです。 

こうした米国での活動は、当時日本では大きな注目は浴

びませんでした。理由は、米国で展開されていた品質向上

活動は日本と同じ、と考えられていたためです。しかし、米国

での活動の実態は、製品現場の品質管理にとどまらず、顧

客が満足する「品質」を達成するための継続的な改善を検

証し、改革を継続する「経営のシステム」構築を最優先課題

とするものでした。そのため、トップのリーダーシップ、顧客満

足、計画や人材育成、そしてその成果も問う活動でした。わ

が国でも人材育成は重視されてきましたし、顧客満足も重

視していました。しかし当時は、リーダーシップと人材育成や

顧客満足、計画というものは、それぞれの機能の狭い範囲

でとらえて改善活動を行う傾向が強く、顧客の視点で製品・

サービスや経営全体を見直す活動はありませんでした。こう

したことから、CS が経営の中核と考える「CS 経営総合会

議」で MB 賞が研究対象となったのです。 

MB 賞は 1987 年、当時のレーガン政権が米国企業の競争力向上を目的に、当時商務長官で不慮の

事故で亡くなったマルコム・ボルドリッジ氏の名を冠した国家

表彰制度です。MB 賞は、際立った製品やサービス、高業績企

業が対象ではなく、顧客満足を得るために継続的なクオリティ

改善を自らフォローし、次の改善を見つけて実行する「経営の

システム」がある企業が優れていると認められ、大統領が表彰

します。その内容は「ベストプラクティス」として全米で紹介さ

れ、こうした活動が展開されることで、競争力を向上させる、と

いうストーリーになるわけです。この MB 賞の根本にある考え

は「セルフ・アセスメント」です。 申請のためのクライテリア（評

価基準）に基づいて、顧客の視点で自らの経営を見直し、改

善できるシステムを持つ企業が評価されます。各企業は、評価

基準に基づいて、リーダーシップ、情報、戦略、人材、プロセス、

顧客満足の 6 領域でどのような活動を行っているのか、それ

ぞれ結果を出しているのか、その見直しの仕組みがあるのか

について、セルフ（自ら）でアセスメント（評価）し、評点ガイドラ
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インで点数を出します。その結果を申請するので、アセスメントで気づいた改善すべき点に加えて、審査チ

ームから「評価レポート」がもらえるので、米国の優秀企業では、高いレベルに向けた活動を定期的に実

践できる「経営のシステム」として構築し始めていました。 

さらに、評価基準は毎年改善して変化に対応しているので、MB 賞自身の制度の風化を防ぐことも仕組

化されていました。以下は、MB 賞の第１回クライテリアの抜粋です。 

 

3.「CS フォーラム 21」の創設 

「CS 経営総合会議」は 5 月の発起人会をはじめ毎月 1 回、9 か月にわたり MB 賞を研究しました。

当時 MB 賞に関する日本語文献もほとんどない中で、日本電気や日本電信電話で独自に翻訳した評

価基準を参考にした勉強会も行いました。岡本正耿氏からは米国 MB 賞の最新動向やプロセス改善

の先進事例、MB 賞コンサルタント書籍サマリーや MB 賞受賞企業のケーススタディの紹介などを行っ

て頂きました。NEC 総研井口不二男氏とコンサルタントの柳澤健氏からは、期間中 MB 賞受賞企業や

コンサルタントを訪問し、勉強会メンバーに報告を頂きました。さらに井口氏には、参加メンバー企業を対

象とした MB 賞評価基準によるアンケート調査・分析等も行って頂きました。また、複数部門で MB 賞受

賞のゼロックスの内容について富士ゼロックス NX 運動推進室長秋葉孝次郎氏からお話を頂きました。 

さらに 1990 年ロチェスター工場が MB 賞を受賞、全世界で活動を展開していた日本アイ・ビー・エ

ム MDQ 推進担当部長澤辺正紀氏からは、日本で進めている MB 賞の評価基準による具体的なセル

フ・アセスメントの方法などもご紹介頂きました。こうした研究を経て、1993 年 12 月に拡大発起人会

議を開きました。メンバーは発起人に加えて、 
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●日本電信電話 TOPICS 推進室長藤野武彦氏、 

●ソニー品質信頼性部長芹澤清二氏 

●日本アイ・ビー・エム MDQ 推進担当部長澤辺正紀氏 

●富士ゼロックス NX 運動推進室長秋葉孝次郎氏 

の 4 名にご参加いただきました。 

 

ここで「日本社会に根付く CS 経営振興のための社会的枠組み―それは『日本版 MB 賞』である。」

という結論となりました。1994 年 4 月、社会経済生産性本部（現：日本生産性本部）が事務局を担

い、次の段階へと引き継がれました。 

有志の支援のもと、 

 

●日本アイ・ビー・エム椎名武雄会長 

●第一生命櫻井孝頴社長 

●NTT 児島仁社長 

●ジャスコ岡田卓也社長 

4 名を代表幹事に迎え、会員組織「CS フォーラム 21」が設立されます。日本版 MB 賞創設に必要

な条件の検討が始まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1994 年 4 月 18 日に発足の記者発表が行われ、5 月 17 日にはダイヤモンドホテルで「発足シン

ポジウム（上記写真）」が開催されました。250 名を超える経営トップが集い、会員 100 社での壮大な

船出です。 

まさに、ここから日本の経営品質活動の夜明けが始まったのです。 
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変革への必読書   

 
『男女賃金格差の経済学』大湾秀雄（日本経済新聞出版 ２０２５年） 
 

 

  『なぜ女は昇進を拒むのか―進化心理学が解く性差のパラドクス』でスーザン・ピンカーは、生物学

的な男女の性差、ホルモンの影響や心理学の観点からの男女の違いから「女性が昇進を拒む」要因を説

明していた。 

 

２０２３年ノーベル経済学賞を受賞したクラウディア・ゴールディンの『なぜ男女の賃金に格差があるの

か：女性の生き方の経済学』が翻訳されたが、邦題にある賃金格差が主ではなく、原題通り「キャリアと家

庭ー公平を求める女性たちの１００年にわたる道程」であり、１００年間の女性のキャリアと家庭について、

膨大なデータに加え、著名人の歩みやその時代のテレビドラマにも触れながらの分析が主眼である。 

こうした女性視点からの考察ではなく、男性優位型の問題に踏み込んでいるのが本書である。その出発

点は、男女の賃金格差は改善傾向にあり、２０６０年ころにはなくなりそうだというが、しかしそれでは遅すぎ

るということだ。なにしろ２０２３年時点での国際比較では、日本の女性の賃金は男性より２２%低く、欧米の

どの国より格差が大きい。 

 

そうした状況を理解しているはずの経営者たちは言う、「女性管理職の候補者がいない」「女性は昇進

に関心がない」。しかしそれは、職場に存在するバイアスがもたらした結果ではないかと、労働経済学の専

門家は、実際の企業の例をもとに解きほぐしていく。 

どんなときに自分が成長したかを管理職に回答させると、困難な仕事を任された機会をあげる人が多

い。だが、そうした仕事が与えられる割合は、女性の方が低くなりがちだ。上司は無理をさせてはいけないと

考えるのかもしれないが、結局は女性社員の成長機会を奪い、昇進や賃金の差が縮まらない要因となって

いる。 

 

また、男性の方が高めの自己評価をしがちで、上司の評価もそれに引きずられる面があること、長時間

労働に価値を置きすぎることなど、様々な要因が蓄積して格差が生じることを本書は明らかにする。男性に

いかにゲタを履かせてきたかという分析である。 

 

ところが、企業がジェンダーバイアス解消の研修をしても、何の効果もない、または短期的な効果しかな

いばかりか、バイアスが強まることすらあるという研究結果が出ているとのこと。一度や二度の研修では洗

い落とせない習慣的思考とどう向き合い、変えていくか。男女格差解消のためには、フォーマルな制度設計

だけでは不十分で、トップのコミットメントで社内のパワーバランスや習慣を変え、腹落ちするストーリーを共

有する絶え間ない努力が必要だという。 

 

    選：顧客価値経営ガイドライン企画・開発ワーキングメンバー  髙橋  清 
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JQAC レポート・アーカイブ 
1996 年 6 月から発行している「JQAC レポート」は、これまで発行を重ね、多くの経営者・学識者の講演内容を

掲載してまいりました。今月号より、その中からえりすぐりの内容を紙面そのままにご紹介したいと思います。 

  今回は、今から 10 年前の顧客価値経営フォーラムでご講演頂いた株式会社リコーの桜井正光特別顧問のお話

です。日本経営品質賞挑戦の経緯やその魅力などを語っています。 
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秋田県経営品質協議会 顧客価値経営講座について 
秋田県経営品質協議会 

事務局長 小坂 哲也 

 

 

顧客価値経営講座は、故渡辺善欽氏が作成した 2010 年の経営品質基礎講座を起源としています。そ

の後、私が 2014 年アセスメント基準書をベースとした資料に改訂しました。細かな改良を経て、2022 年

顧客価値経営ガイドラインに準拠した内容に改訂しています。 

 

2020 年に、入社３年以上を対象としたオンラインによる初級コース（３時間）と管理職以上を対象とし

た中級コース（４時間）の二つのコースを設定し現在に至っています。当初初級コースは、入社３年で組織

の状況が分かり始めた会員を対象にスタートしたのですが、遠隔地（青森市・盛岡市・横手市・大館市・大

仙市）からの参加者が多く参加するようになりました。従って、所長や部長クラスの管理職の方々も参加して

います。 

 

一方で中級コースは、管理職以上を対象とした現地開催（秋田商工会議所内）として実施しています。

中級コースには、過去の AQA 受賞組織の社長による社長講座を１時間設けています。また、参加者との交

流を目的にグループ討議をする時間を多く設けており、受講者からは、社長講座と他組織の社員との交流

で多くの気づきを得ることが出来たと高い評価を得ています。 

 

講座の回数は、それぞれ６回実施し、初級コースが

第２金曜日、中級コースが第３金曜日に実施しており

ます。（初級・中級で合計１２回）講師は、社長講座以

外の時間を主に私が担当しておりますが、中級コース

の一部を審査員の資格を有する副運営委員長の鈴

木氏に依頼しています。（年２回） 

募集は、３月初めに実施、４月初旬を締め切りとして

います。５月に開講し、１０月までそれぞれ６回実施し

ています。参加者は、協議会の会員が主体ですが、毎

回２〜3 名の一般参加の経営者や幹部の方が参加

されています。参加費用は、協議会メンバーは無料、

一般参加の方は、１回当たり 2 千円を頂戴しておりま

す。そのほか、顧客価値経営ガイドラインと受賞組織

要約版は実費を頂戴しています。一般参加の方は、全

員が中級コースを選択し、中にはその後協議会の会

員になった方もいらっしゃいます。また、初級コースでは、ブレイクアウトルームを活用したグループ討議を実

施することで、他組織のメンバーとの交流が可能となっています。一部の組織では、初級コースを受講した

メンバーが翌年に中級コースを受講するなど、社内教育の一環として活用している組織も存在します。 

４年前から、代表幹事名で修了証を発行しており、受講者の参加促進とモチベーションの維持に繋げて

います。修了証の発行割合は、９割程度です。６回の内４回以上出席者を対象としています。今回は、第５回
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顧客価値経営講座中級コースで９月２６日に開催しました。冒頭の社長講座は、欠員が生じた為、以前秋

田リコー（株）で秋田県経営品質賞の知事賞を受賞した際の申請書作成メンバーで、現在秋田県立大学

の嘱託職員としてキャプストーンプロジェクトのコーディネーターをされている小笠原晃紀氏に担当して戴き

ました。小笠原氏は、２０24 年栃木県経営品質賞で審査チームのインターンを担当し、今年は埼玉県経営

品質賞の審査員を予定しています。 

小笠原氏からは、冒頭「会社を潰したくなかったらＪＱＡをやれ、変わらないことは罪悪だ。」という秋田リ

コー（株）の社是を紹介して戴きました。 

営業時代に、秋田銀行は何故応接室で対応してくれるのに、秋田リコーは門前払いになるのか？それ

が、自分達の都合で接していること。顧客にとって有益な情報を提供できていないことと気づきます。  

 

強者と弱者の戦略について、イオンな

どの強者はミート戦略をとり、弱者は神

出鬼没戦略をとっていること。強者と弱

者は、同じ組織の中に存在するケースが

あり、それぞれにあった戦略を展開する

必要があること。旧大内町（現在の由利

本荘市）の佐々木商店の三角油揚げ店

を題材に話して戴きました。イオンでは、

どこの店舗でも三角油揚げを販売して

いますが、地元佐々木商店は、地元の道

の駅が中心です。従って、限られた顧客

を対象にしています。最近はネット販売も

行なっているようです。 

 

また、マトリックス／セグメント／ターゲッティングについては、縦軸と横軸に何を置くかがポイントとなる。

例えば、〇〇製作所様では、縦軸に納期、横軸にロット数で管理したら如何か。△△商事様は、縦軸に来客

人数、横軸に来店者の年代で管理したら如何か？という具体的な提言をしていること。 

 

さらに、顧客価値に関しては、０から１ではなく、１の組み合わせが大事であること。既存の商品やサービ

スを組み合わせて新たな価値を創造すること。リコージャパンでは、自分達の強みを活かした取り組みを行

なっている。ＡＥＤ＋サービスマンで、ＡＥＤと携帯電話と連動させて、磁気の交換のタイミングを知らせるシス

テムを構築して、成果を挙げていること。など、非常にわかり易く、すぐにでも実践で使える内容を紹介して

戴きました。自身のこれまでの営業の経験や管理職で経験した取り組み、ＪＱＡで接した新たな取り組みな

どが基本になっていることが推察される内容をご紹介して戴きました。 

 

小笠原氏からは、相手への配慮や思いやる気持ちが伝わってきました。事前に、参加者の氏名と役職を

教えて欲しいとの要望があり、実際講話の中で、それぞれの組織に合わせた（カスタマイズ）提言をしてい

ました。社長講座のために、休暇を取得して担当して戴いたことに感謝している次第です。 

今回の顧客価値経営講座中級コースは第５回目でした。当日のタイムテーブルを添付しますのでご確認

願います。内容は、顧客と市場の理解、顧客価値に関するものです。添付の資料を使用した講義と事前課

題によるグループ討議とプレゼン、DVD の視聴などで構成されています。事前課題は、参加の皆様に事前
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（４週間前）にメールで案内し、トップ保険サービス（株）の要約版を読了して、同社の取り組みを確認する

内容です。併せて、参加組織で、事前課題の質問に対してどのような取り組みを行なっているかを紹介して

戴きます。 

 

今回の事前課題の内容は、①トップ保険サービス（株）では、現在の顧客・市場を理解するためにどのよ

うな取り組みをしていますか？皆様の組織における“お客様の声”をどのようにして収集していますか。②ト

ップ保険サービス（株）では、将来の顧客・市場をどのように想定していますか？皆様の組織では、将来の

顧客・市場をどのように想定していますか？受講者の皆様は、事前準備をして、文章を作成して講座に臨ん

で来てくれます。 

 

本講座の特色の一つであるグループ討議で、参加組織のメンバーからは、今まで気が付かなかったこと

や自社とは異なる考え方や取り組みを知ることができ、他組織のメンバーと交流できたことは非常に有意

義であったという受講感想を得ています。 

テキストについては、パワーポイント 24 頁（初級コースは 36 頁）で、顧客価値経営ガイドラインの内容

を引用し、加えて、組織が改善活動をする上で鍵となる質問内容や評価項目と成熟度の状態の表を使用

し、組織のレベルに合った活動で、既に実施していると思われる取り組みを取り上げています。そのほか、岡

本先生の事例の紹介や私が審査員当時に得た知見を紹介しています。 

 

今回、日本経営品質賞受賞組織

の紹介映像を本講座で活用させて

戴きました。受講者の皆様からは、

DVD で紹介された日本経営品質

賞受賞組織の取り組みに圧倒され

ながらも、多くの気づきを得ることが

できたようです。 

渡辺氏が作成した経営品質基礎

講座をアセスメント基準書に基づい

た研修内容に改訂し、年６回対象を

管理職以上とし組織のアセスメント

ができる人材育成を目的に開講しま

した。当初は 4〜5 人程度の参加で

したが、徐々に参加人数が増え、多

い時で 20 名に及ぶ年もありました。2020 年に協議会会員からもう少しわかりやすい内容のものをという

要望に応え、オンラインによる初級コースを開講しました。その後顧客価値経営ガイドラインに基づき、顧客

価値経営講座初級並びに中級コースの開講に至りました。 

 

私が講師を担当して 11 年になりますが、この間延べ 1，000 名以上の方が受講しています。管理職か

ら経営幹部になられた方や秋田県経営品質賞の申請書を記述された方もいます。少しは、経営品質に関

する気づきを得ることが出来、役立ったと感じています。 

講座を進めていく中で、稲盛和夫氏のアメーバ経営に接し、経営にはフィロソフィとアメーバ経営の両方

が重要であると認識し、人間性の向上が欠かせないことを気づきました。 
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フィロソフィは「人間として何が正しいのか」 「人間は何のために生きるのか」 という根本的な問いに真

正面から向かい合い、様々な困難を乗り越える中で生み出された仕事や人生の指針であり、京セラを今日

まで発展させた経営哲学です。 

 

講座の中で受講者に伝えている内容として、人間性の向上に関する内容があります。およそ経営品質と

はかけ離れた内容ですが、経営と人間性の向上は車の両輪と考えます。経営者や次代を担う受講者には

必要な内容と考えています。「致知出版社」の書籍や「致知」から引用した内容を紹介しています。（テキス

トの欄外で口述）例えば、「ＪＡＬの奇跡」の著者で大田嘉仁氏のリーダーとマネージャーの違いについて、

「部下を管理するマネジメントについては、あなたたちはよくわかっているし、優秀かもしれない。しかし、今Ｊ

ＡＬに必要なのは部下をまとめて同じ目標に向けて引っ張っていけるリーダーを育てることなのだ。」（リーダ

ーシップ）マネージャーではなく、リーダーが求められていることの必要性を説いています。 

 

また、人との縁が大事であること。例えば、安岡正篤氏の言葉に、「縁尋機妙と多逢聖因」です。「良い縁

が良い縁を尋ねて発展して行く様子は誠に妙なるものがある。」さらに、「良い人と交わっていると良い結果

が生まれる。」ということです。人生の妙味を説いた言葉であり、実に味わい深い内容です。人との出逢い

で、これ以上の的を射た表現はありません。 

 

さらに森信三氏です。「人間は一生にうち逢うべき人には必ず逢える。しかも一瞬早すぎず、一瞬遅すぎ

ない時に。」この文章には続きがあります。「内に求める心が無くば、眼前にその人ありといえども縁は生じ

ず。」自分に影響を与えてくれた人との出逢いの大切さが理解できる内容です。（組織能力） 

 

受講生には、次回の事前課題の送信時に、前回受講してくれたことへの感謝と労いの言葉や講座で気

づいてくれたことと共に、この欄外の言葉を添付しています。まだまだ稚拙な内容ですが、これからも一燈照

隅 萬燈遍照を目指して、秋田県経営品質協議会において無くてはならない存在であり続けることを目指

してまいります。 

 

安岡正篤氏は、天下国家をあれこれ論じるよりもまず自分がいる場所を明るく照らせる人間に、という意

味を込めて「一燈照隅・萬燈遍照（いっとうしょうぐう・まんとうへんしょう）」と話しています。 
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イベント情報のご紹介 

いままでどこの地域でどんなイベントが開催されているのかを知るには、各地域の経営品質協議会に確

認する必要がありました。そこで各地域の地域経営品質協議会と協力のもと、全国で開催予定のイベント

情報を一覧でご紹介することになりました。当面、地域経営品質協議会別にご紹介します。 

  ぜひご参考の上、たくさんのイベントにご参加ください。 

＜秋田県経営品質協議会＞ 

＜会津若松経営品質協議会＞ 

＜栃木県経営品質協議会＞ 

会合名／講師 日時／場所 対象／費用 申込方法／締切 備考 

【トップネットワーク】 

とちぎ経営品質研究会 トップ交

流会 

スピーカー：栃木県経営品質協

議会会員組織トップ オグラ金

属株式会社 

12/10(水) 15:00~17:00 

会場：栃木県経営品詞湯協議会会員

企業会議室 

対象：栃木県経営

品質協議会会員

組織 

経営者、経営幹部 

事務局宛てメールにて申込 

tqa@oregano.ocn.ne.jp 

受付中 

 

会合名／講師 日時／場所 対象／費用 申込方法／締切 備考 

顧客価値経営講座初級コース 

講師：秋田県経営品質協議会 

    事務局長 小坂哲也 

第６回：１０月１０日（金）13 時〜１６時 

オンライン 

入社 3 年〜５年 

会員：無料  

一般：２０００円（１回当） 

申込は終了しています。 
 

顧客価値経営講座中級コース 

講師：秋田県経営品質協議会 

    事務局長 小坂哲也 

第６回：１０月１７日（金）13 時〜１７時  管理職クラス以上 

会員：無料  

一般：２０００円（１回当） 

会場：秋田商工会議所 

７F ホール８０ 

申込は終了しています。 
 

会合名／講師 日時／場所 対象／費用 申込方法／締切 備考 

会津若松経営品質協議会セミナ 

顧客価値経営を掘り下げる 

岡本正耿氏 

第２回：10/16（木）・17（金） 

いずれも１０：００～１７：００ 

株式会社太郎庵 （会津坂下町字

福原前 4108-1 ℡：0242-

83-3267） 

経営トップ・幹部社員

など 

会員：４０，０００円  

一般：６０，０００円 

福島県経営品質研究

会会員：５０，０００円 

＊各組織２名以上で

申し込み 

下記までメールで 

shoko@tw.city.aizuwakama

tsu.fukushima.jp 

締切：9/10（水） 

 

経営品質基礎講座（全９回） 

TA（交流分析）：岡本正耿氏 

ホスピタリティマネジメント： 

大関ちかこ氏 

マーケティング：坂本崇氏 

第５回：１０/１５（水） 

第６回：１１/12（水） 

第７回：１２/９（火） 

第８回：2026/１/１４（水） 

第９回：２/１０（火） 

★第２-９回は１３：００～１７：００ 

場所：アルテマイスター 

企業・組織の未来を担

う人材 

１回あたり 

会員：５，０００円  

一般：７，０００円 

福島県経営品質研究

会会員：６，０００円 

下記までメールで 

shoko@tw.city.aizuwakama

tsu.fukushima.jp 

応募終了（6/4） 
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【ベストプラクティスに学ぶ】 

経営トップ講演 

ひまわり市場代表那波秀和氏

講演 

「商圏人口 1.3 億人を目指す 

ひまわり市場成長の軌跡」 

12/9(火) 13:30~16:30 

会場：道の駅どまんなかたぬま ホー

ル 

対象：栃木県経営

品質協議会会員

組織、 

経営者、経営幹

部、組織変革の実

践推進者、経営企

画などスタッフ部

門 

Web または事務局担当 

高戸宛てメールにて申込 

tqashokotakato@gmail.com 

ご案内 TBD 

栃木県道の

駅連絡協

議会協賛 

【組織変革プロ養成】 

＊集合オンライン形式＊ 

とちぎ顧客価値経営実践推進

者コース(東京本部オンラインコ

ース第 3 回) 

C1 経営の設計図編 

9/9(火)・9/17(水) 

C2 変革実践編 

10/8(水)・10/15(水) 

C3 アセスメント編 

11/19 (水)・11/26(水) 

各日とも 10:00～18:00 

会場：宇都宮卸商業団地協同組合研

修室 

対象：栃木県経営

品質協議会会員

組織 

経営者、経営幹

部、組織変革の実

践推進者、経営企

画などスタッフ部

門 

受付終了 事務局兼

TA による

オンライン＆

リアルのア

シストあり 

【組織変革プロ養成】 

＊集合オンライン形式＊ 

とちぎ顧客価値経営実践推進

者コース(東京本部オンラインコ

ース第 5 回) 

C1 経営の設計図編 

26/1/21(水)・1/28(水) 

C2 変革実践編 

26/2/18(水)・2/25(水) 

C3 アセスメント編 

26/3/11(水)・3/18(水) 

各日とも 10:00～18:00 

会場：栃木県経営品詞湯協議会会員

企業会議室 

対象：栃木県経営

品質協議会会員

組織 

経営者、経営幹

部、組織変革の実

践推進者、経営企

画などスタッフ部

門 

Web または事務局担当 

高戸宛てメールにて申込み 

tqashokotakato@gmail.com 

受付中 

事務局兼

TA による

オンライン＆

リアルのア

シストあり 

＜埼玉県経営品質協議会＞ 

会合名／講師 日時／場所 対象／費用 申込方法／締切 備考 

経営品質賞受賞組織訪問 

福岡市・熊本市方面 

10/21（火）・10/22（水） 

トップ保険サービス株式会社 

株式会社肥後銀行 

埼玉県経営品質協

議会会員 

応募終了 

 

 

第 18 回「TOP の集い（経営懇話

会」 

講演 

C.E.M.マネジメント株式会社 

代表取締役 駒月純氏 

１１月２６日（水）13：30-18：30 

拡大幹事会・講演 

ソニックシティビル６階 ６０１会議室 

懇親会 SAKURA SKY PALACE 

事務局までお問い

合わせ 

チラシを記入上 E メールにて  

＜長野県経営品質協議会＞ 

会合名／講師 日時／場所 対象／費用 申込方法／締切 備考 

第２回経営セミナー（ﾍﾞﾝﾁﾏｰｷﾝｸﾞ） 

株式会社コヤマ 本社工場 

代表取締役社長 百瀬真二郎 氏 

10 月 8 日（水）13:30 ｰ 16:00 

株式会社コヤマ 本社工場 

長野県長野市 

会員限定 

本協議会参加希望

者（多い場合選抜） 

無料 

所定様式 FAX 又はメール 

FAX026-228-1184 

メール：renkei-

shien@alps.or.jp 

 

テーマ 

技術と真

心で明日

をひらく 
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第２回経営セミナー（ﾍﾞﾝﾁﾏｰｷﾝｸﾞ） 

株式会社アルプスツール 

代表取締役 CEO 綱島広顕 氏 

10 月 15 日（水）13:30 ｰ 16:00 

株式会社アルプスツール 第３工場 

長野県埴科郡坂城町 

会員限定 

本協議会参加希望

者（多い場合選抜） 

無料 

所定様式 FAX 又はメール 

FAX026-228-1184 

メール：renkei-

shien@alps.or.jp 

 

テーマ 

工作機械

ツーリン

グ・バフィ 

ーダ業界

で世界の

ものづくり 

リードする。 

＜福井県経営品質協議会＞ 

会合名／講師 日時／場所 対象／費用 申込方法／締切 備考 

【ワークショップ】 

若手社員とベテラン社員との連携に

よる探究実践 

顧客の本音を知り、その「事実」を

事業の見直しに活用する  

第 1 回 10/14（火）15:00-

16:30 

10/27（月）15:00-

16:30 

開催方法：オンラオイン Webex 

同内容で開催。どちらかに参加 

第２回 11/18（火）14:30-16:30 

開催方法：対面  

会場：福井県繊協ビル 

第３回，第４回は日程調整中 

開催方法：対面 

会場：福井県繊協ビル予定 

対象：第 1 回～第 4

回まで通しての参加 

費用： 

会員 11,000 円／人 

会員外 48,000 円／

2 人まで 

追加 11,000 円／人 

パンフレット及び申込 

http://www.fpc-
fqa.or.jp/seminar/entry-
481.html 
 

問い合わせ 

admi_n@fpc-fqa.or.jp  

 

【セミナー】 

顧客価値経営のコース学習振返り

と好循環を意識した組織展開 

福井県経営品質協議会 運営委員 

（JQAA 特命理事） 笹川良氏  

12/19（金）15:00-17:00 

JR 福井駅周辺 

アセスメントコース受

講者 

実践推進者コース 

受講者 

費用：無料 

  

＜中部経営品質協議会＞ 

会合名／講師 日時／場所 対象／費用 申込方法／締切 備考 

経営革新研究部会 日時： 

2025 年 

１０月２１日（火）１４：００～１７：００ 

１１月１４日（金）１４：００～１７：００ 

１２月２２日（月）１４：００～１７：００ 

２０２６年 

２月２０日（金）１４：００～１７：００ 

場所： 

一般財団法人 中部生産性本部 

セミナールームおよびオンライン 

※一部外部会場での開催あり 

対象：経営トップ、役

員、経営・組織改革

のリーダー、経営企

画部門の責任者及

び担当者 

 

費用：事務局までお

問い合わせ 

随時募集

https://www.cpc.or.jp/ 

cpc/pages/126/   

 

＜三重県経営品質協議会＞ 

会合名／講師 日時／場所 対象／費用 申込方法／締切 備考 
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経営者ゼミナール（全５回） 

岡本正耿氏 

10/7（火）17：00～２０：００ 

11/26（水）17:00～20:00 

２０２６/1/15（木）17:00～20:00 

2/26（水）17:00～20:00 

アストプラザ 

三重県津市羽所町 700 番地 

会員限定 

費用：全 5 回 

110,000 円 

下記までメールで 

bsupport@miequality.net 

参加会員

のみアーカ

イブ配信 

2025 仕事に役立つコミュニケーシ

ョン研修のご案内 

大井裕之氏 

第１回１０/１５(水）13:30～16:30     

第 2 回１2/１0(水）13:30～

16:30      

ZOOM によるオンライン開催 

会員・一般参加可能 

費用会員：3,000

円 

一般：5,000 円 

下記までメールで 

bsupport@miequality.net 

 

開始 30

前に参加

者限定の

オンライン

会議マナ

ー講座を

開催 

10 月度月例講演会 

税理士法人三部会計事務所 

代表社員 三部吉久氏 

10/30（木）13:30～16:30 

（財）三重地方自治労働文化センタ

ー研修室 

会員・一般参加可能 

費用会員：無料 

一般：5000 円 

参加申し込みフォーム 

https://forms.office.co

m/r/fpwNjZmz8c 

締切：10 月２4 日（金） 

会場とオン

ラインのハ

イブリッド

開催 

アーカイブ

配信あり 

12 月度月例講演会 

株式会社ローラン 

代表取締役社長 羽石和樹氏 

12/25（木）13:30～16:30 

三重県勤労者福祉会館６F 研修室 

会員・一般参加可能 

費用会員：無料 

一般：5000 円 

参加申し込みフォーム 

https://forms.office.com/

r/i4FsqRGbg1 

締切：12 月 19 日（金） 

会場とオン

ラインのハ

イブリッド

開催 

アーカイブ

配信あり 

＜関西経営品質協議会＞ 

会合名／講師 日時／場所 対象／費用 申込方法／締切 備考 

会合名／講師 

顧客価値経営実践推進者コース 

（オンライン開催/東京と合同開催） 

公益財団法人日本生産性本部 

経営品質協議会 

コース 1(C1)経営の設計図編 

11/5(水)・12(水) 

コース 2(C2)変革実践編 

12/12(金)・19(金) 

コース 3(C3)アセスメント編 

26/1/13(火)・23(金) 

各日とも 10:00～1７:00 

経営幹部／一般 

費用： 

経営品質協議会会

員：287,100 円 

生産性本部賛助会

員：316,800 円 

一般：343,200 円 

C1～C3 受講費用 

WEB から申込 

https://www.kpcnet.or.jp

/form/?mode=agree&seq

=2417  

受講者に

は顧客価

値経営ガイ

ドラインを

冊子で贈

呈 

KQC フォ-ラム 第４回講演会 

アックスヤマザキ株式会社 

代表取締役 

山崎 一史 氏 

11/１７(月) 15:00～17:00 

関西生産性本部 会議室 

〒530-0005 大阪市北区中之島

６-２-２７中之島センタ-ビル 28 階 

※オンライン配信併用 

関西会員限定：経営

幹部含、全社員可能 

何名でも無料 

協議会担当者：川島宛 

c.kawashima@kpcnet.or.j

p 

締切は開催 1 週間前を予定 

ア-カイブ

配信なし 

KQC フォ-ラム 第 5 回講演会 

IX ホールディングス株式会社 

代表取締役社長 

浜田 吉司 氏 

１２/４（木）15:00～17:00 

関西生産性本部 会議室 

〒530-0005 大阪市北区中之島

６-２-２７中之島センタ-ビル 28 階 

※オンライン配信併用 

関西会員限定：経営

幹部含、全社員可能 

何名でも無料 

協議会担当者：川島宛 

c.kawashima@kpcnet.or.j

p 

締切は開催 1 週間前を予定 

ア-カイブ

配信なし 
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＜徳島県経営品質協議会＞ 

会合名／講師 日時／場所 対象／費用 申込方法／締切 備考 

経営品質スタートアップセミナー 
公益財団法人日本生産性本部 主席

経営コンサルタント、埼玉県生産埼玉

県/徳島県経営品質賞 判定委員、 
埼玉県生産性本部理事 

寺沢俊哉氏 

11／4（火）10：00～15：00 

その後、個別相談会 

（公財）とくしま産業振興機構研

修室 
〒770-0865 徳島市南末広町

5 番 8-8 号徳島経済産業会館

2 階 

経営者、管理職、ご

興味がある方どなた

でも 
費用：無料 

WEB から申込 
https://www.our-
think.or.jp/327326/ 
 

締切：１０月２８日（火） 

 

経営品質ステップアップセミナー 
公益財団法人日本生産性本部  
経営品質協議会坂本桂一氏 

１１月１１日（火）、１２月２日（火）、

１２月２３日（火）、１月１３日（火） 
（公財）とくしま産業振興機構研

修室 
〒770-0865 徳島市南末広町

5 番 8-8 号徳島経済産業会館

2 階 

経営品質賞の申請

にご興味のある方 
費用：会員：無料 

一般：１０，０００円 

WEB から申込 
https://www.our-
think.or.jp/327495/ 
 

締切：１１月３日（月） 

 

経営品質賞受賞組織訪問 

福岡県北九州市・熊本県熊本市方面 

1/2０（火）～2１（水） 

トップ保険サービス株式会社 

株式会社肥後銀行 

徳島県経営品質協

議会会員 

事務局担当北島宛てメールに

て申込み 
 

＜四国経営品質協議会＞ 

会合名／講師 日時／場所 対象／費用 申込方法／締切 備考 

顧客価値経営実践推進者コース 

コース 2「ありたい姿への変革実践編」 

公益財団法人日本生産性本部 

経営品質協議会事務局長柳本直行氏 

10/28（火）10:00～１７：００ 

2９（水）9:30-16:30 

レクザムホール（香川県県民ホ

ール） 大ホール棟５階 第１・第

２会議室 

経営者、経営幹部、

組織変革の実践・推

進者、次世代経営幹

部候補者 

●経営企画などスタ

ッフ部門 

費用：112，750 円 

WEB から申込 

https://www.spc21.jp/bu

siness/quality/propeller.

html 

問い合わせメール 

toiawase@spc21.jp 

コース 

一括申込

割引有り 

顧客価値経営実践推進者コース 

コース３「経営アセスメント編」 

公益財団法人日本生産性本部 

経営品質協議会事務局長柳本直行氏 

12/2（火）10:00～１７：００ 

３（水）9:30-16:30 

レクザムホール（香川県県民ホ

ール） 大ホール棟５階 第１・第

２会議室 

経営者、経営幹部、

組織変革の実践・推

進者、次世代経営幹

部候補者 

●経営企画などスタ

ッフ部門 

費用：118，750 円 

WEB から申込 

https://www.spc21.jp/bu

siness/quality/propeller.

html 

問い合わせメール 

toiawase@spc21.jp 

コース 

一括申込

割引有り 

＜九州経営品質協議会＞ 

会合名／講師 日時／場所 対象／費用 申込方法／締切 備考 

顧客価値経営報告会 

講師 トップ保険サービス㈱ 

代表取締役お客様サービス本

部長  野嶋康敬 氏 

日本生産性本部  

ディレクター 加藤八十司 氏 

１０月３０日（木）１５：００～１７：１０ 

会場 九州生産性本部 

オンライン ZOOM 

（ご希望の形式を選べます） 

無料 ▼申込 web サイト 

https://qpc.or.jp/semi

nar/_2049/_2700.ht

ml  

締切：１０月２９日（水） 
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＜鹿児島県経営品質協議会＞ 

＜経営品質協議会＞ 

会合名／講師 日時／場所 対象／費用 申込方法／ 

締切 

備

考 

第２回 実践推進者コース 

顧客価値経営ガイドライン企画開発

ワーキングメンバー 髙橋清氏 

コース１： ８/２１（木）２２（金） 

コース２：９/２５（木）２６（金） 

コース３：１０/２８（火）２９（水） 

いずれも 10:00-17:00 

日本生産性本部会議室 他 

東京都千代田区平河町２ー１３－１２ 

経営幹部・次世代経営者等 

費用：経営品質協議会会員

287,100 円 

経営品質協議会個人会員・生産

性本部賛助会員 316,800 円 

一般 343,200 円 

応募終了 
 

第３回 実践推進者コース 

顧客価値経営ガイドライン企画開発

ワーキングメンバー寺沢俊哉氏 

コース１：１０/９（木）１０（金） 

コース２：１１/１２（火）１３（水） 

コース３：１２/８（月）９（火） 

いずれも 10:00-17:00 

日本生産性本部会議室 他 

東京都千代田区平河町２ー１３－１２ 

経営幹部・次世代経営者等 

費用：経営品質協議会会員

287,100 円 

経営品質協議会個人会員・生産

性本部賛助会員 316,800 円 

一般 343,200 円 

WEB から申込 

https://www.jpc-

net.jp/seminar/det

ail/007051.html 

募集中 

 

第４回 実践推進者コース 

顧客価値経営ガイドライン企画開発

ワーキングメンバー髙橋清氏 

コース１：2026/１/１３（火）１４（水） 

コース２：２/１２（木）２６（金） 

コース３：３/１２（木）１３（金） 

いずれも 10:00-17:00 

日本生産性本部会議室 

東京都千代田区平河町２ー１３－１２ 

経営幹部・次世代経営者等 

費用：経営品質協議会会員

287,100 円 

経営品質協議会個人会員・生産

性本部賛助会員 316,800 円 

一般 343,200 円 

WEB から申込 

https://www.jpc-

net.jp/seminar/det

ail/007051.html 

募集中 

 

オンライン第３回 実践推進者コース 

顧客価値経営ガイドライン企画開発

コース１： ９/１２（金）１７（水） 

コース２：１０/８（水）１５（水） 

経営幹部・次世代経営者等 

費用：経営品質協議会会員

WEB から申込 

https://www.jpc-

 

会合名／講師 日時／場所 対象／費用 申込方法／締切 備考 

鹿児島県経営品質協議会特別賞 

表彰式・記念講演・受賞報告会 

記念講演：福岡トヨタ自動車㈱ 

   代表取締役社長 金子 直幹氏 

受賞報告：医）慈圭会 八反丸リハ

ビリテーション病院 

  理事長 八反丸 哲史氏 

11 月 17 日(月）13：20～16：20 

城山ホテル鹿児島 

〒890-8586 鹿児島市新照院町 41-1 

会員・非会員参加可能 

記念講演・受賞報告会 

参加費：無料 

懇親会：5,000 円/人 

メール又は FAX にて 

鹿児島県経営品質協議会

ホームページ

https://kagoshima-

mqa.jp/news/training

-35/ 

締切：11 月 10 日（月） 

 

自己革新セミナー② 

「経営品質受賞企業 5 社のウェル

ビーシング実践事例」 

トップ保険サービス、肥後銀行、九州

タブチ、藤田ワークス、現場サポート 

5 社の経営品質推進担当者 

12 月 2 日（火）10：00～17：00 

㈱現場サポート 鹿児島中央サテライ

トオフィス +Monso(モンソ) 

〒890-0045 鹿児島市武 1 丁目 2 番

10 号  JR 鹿児島中央ビル 7F(706) 

鹿児島県経営品質協議

会 会員優先 

非会員参加可能 

参加費：無料 

メール又は FAX にて 

鹿児島県経営品質協議会

ホームページ UP 予定 

締切：11 月 25 日（火） 

 

経営の設計図作成研修 

3 回コース 

代表取締役社長 森山 重康氏  

1 回目：12 月 18 日（木） 

2 回目：1 月 22 日（木） 

3 回目：2 月 19 日（木） 

時間各 10：00～17：00 

第１回：かごしま国際交流センター研

修室１ 

第２・３回カクイックス交流センター3

階中研修室１ 

鹿児島県経営品質協議

会 会員・非会員参加可

能 

参加費：会員：無料 

非会員：2,000 円 

メール又は FAX にて 

鹿児島県経営品質協議会

ホームページ UP 予定 

締切：１２月 5 日（金） 
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ワーキングメンバー北井優康氏 コース３：１１/１９（水）２６（水） 

いずれも 10:00-1８:00 

オンライン開催 

287,100 円 

経営品質協議会個人会員・生産

性本部賛助会員 316,800 円 

一般 343,200 円 

net.jp/seminar/det

ail/007051.html 

募集中 

オンライン第４回 実践推進者コース 

顧客価値経営ガイドライン企画開発

ワーキングメンバー寺沢俊哉氏 

コース１： １１/５（水）１４（金） 

コース２：１２/１２（金）１９（金） 

コース３：２０２６/１/16（金）２３（金） 

いずれも 10:00-1８:00 

オンライン開催 

経営幹部・次世代経営者等 

費用：経営品質協議会会員

287,100 円 

経営品質協議会個人会員・生産

性本部賛助会員 316,800 円 

一般 343,200 円 

WEB から申込 

https://www.jpc-

net.jp/seminar/det

ail/007051.html 

募集中 

 

オンライン第５回 実践推進者コース 

顧客価値経営ガイドライン企画開発

ワーキングメンバー北井優康氏 

コース１：２０２６/１/２１（水）２８（水） 

コース２：2026/２/１８（水）２５（水） 

コース３：２０２６/３/１８（水）２５（水） 

いずれも 10:00-1８:00 

オンライン開催 

経営幹部・次世代経営者等 

費用：経営品質協議会会員

287,100 円 

経営品質協議会個人会員・生産

性本部賛助会員 316,800 円 

一般 343,200 円 

WEB から申込 

https://www.jpc-

net.jp/seminar/det

ail/007051.html 

募集中 

 

顧客価値経営ガイドライン改訂説明

会＜東京会場＞ 

顧客価値経営ガイドライン企画開発

ワーキングメンバー髙橋清氏 

11/21（金）15:00〜17:00 

場所：ビジョンセンター赤坂（永田町） 

東京都千代田区永田町 1-11-28 

組織の経営者・推進者の皆様を

対象 

費用：無料 

https://forms.offic

e.com/r/LUkdjf8y

C6 

募集中 

 

顧客価値経営ガイドライン改訂説明

会＜大阪会場＞ 

顧客価値経営ガイドライン企画開発

ワーキングメンバー髙橋清氏 

11/28（金）15:00〜17:00 

場所：関西生産性本部 会議室 

大阪府大阪市北区中之島 6-2-27 

組織の経営者・推進者の皆様を

対象 

費用：無料 

https://www.kpcne

t.or.jp/seminar/ind

ex.php?mode=sho

w&seq=2447 

募集中 

 

顧客価値経営ガイドライン改訂説明

会＜オンライン開催＞ 

顧客価値経営ガイドライン企画開発

ワーキングメンバー髙橋清氏 

12/8（月）15:00〜17:00 

開催形式：ZOOM オンライン 

 

組織の経営者・推進者の皆様を

対象 

費用：無料 

https://forms.offic

e.com/r/LUkdjf8y

C6 

募集中 

 

JHQC（日本版医療 MB 賞クオリテ

ィクラブ）研究会 

訪問研究会 

11/28（金）ＰＭ 

社会医療法人聖ルチア会 聖ルチア

病院（福岡県久留米市） 

JHQC 会員 JHQC のご案内 

https://www.jqac.

com/jhqc/ 

 

 

JHQC（日本版医療 MB 賞クオリテ

ィクラブ）研究会 

公益財団法人湯浅報恩会 寿泉堂

綜合病院 

１2/１2（金）18:00-20:00 

日本生産性本部会議室会場開催＋オ

ンライン開催 

東京都千代田区平河町２ー１３－１２ 

JHQC 会員 JHQC のご案内 

https://www.jqac.

com/jhqc/ 

 

 

顧客価値経営フォーラム２０２６ 2026/３/５（木）１５：００～１９：３０ 

２０２６/３/６（金）９：３０～１７：００ 

（時間予定） 

１日目：イイノホール 

２日目：日経ホール 

経営品質協議会会員・地域経営

品質協議会会員 / JHQC 会員 

/ 認定セルフアセッサー 他 

今後 WEB でご案内 
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ご案内：「顧客価値経営ガイドライン改訂説明会」について 

2022 年度に発行した「顧客価値経営ガイドライン」は、経営変革の羅針盤として、また日本経営品質賞

や地域経営品質賞の申請ガイドブックとして、多くの組織にご活用いただいています。 

一方、経営環境が一層多様化・複雑化する中で、顧客価値経営への変革をさらに後押しするためには、

ガイドラインの見直しが必要と判断いたしました。現在、「顧客価値経営ガイドライン改訂ワーキング（リーダ

ー：岡本正耿氏）」を設置し、2026 年 2 月の発行（予定）に向けて改訂準備を進めています。11 月には

改訂の大枠がまとまる予定です。 

つきましては、本ガイドラインをすでにご活用中の方、または活用を検討されている組織の経営者・推進

者の皆様を対象に、下記の通り説明会を開催いたします。 

本説明会では、改訂の背景や目的、主要な変更点、効果的な活用ポイント等について解説いたします。ま

た、質疑応答や個別相談の時間も設けます。改訂の方向性をいち早く共有し、今後の取り組みにお役立て

いただければ幸いです。多くの皆様のご参加をお待ちしております。 

 

＜東京会場＞ 

日  時： １１月２１日（金） １５：００～１７：００ 

会  場： ビジョンセンター赤坂（永田町）１０２号室 

（東京都千代田区永田町 1-11-28  合人社東京永田町ビル Ｂ１階） 

定  員： ３０名 

 

＜大阪会場＞ 

日  時： １１月２８日（金） １５：００～１７：００ 

会  場： （公財）関西生産性本部 会議室 

（大阪府大阪市北区中之島 6-2-27 中之島センタービル 28 階） 

定  員： ３０名 

 

＜オンライン開催＞（Zoom） 

日  時： １２月８日（月） １５：００～１７：００ 

定  員： １００名 

 

◆対  象：顧客価値経営ガイドラインの活用や日本経営品質賞・地域経営品質賞への申請に関心を 

お持ちの組織経営者・推進者 

※支援者の方は、組織経営者・推進者とご一緒の参加に限らせていただきます。 

◆参加費：無料 

◆講  師：髙橋 清 氏（経営品質協議会 顧客価値経営ガイドライン改訂ワーキングメンバー）  

◆主  催：経営品質協議会／共  催：関西経営品質協議会 
 

 お問い合わせ・お申し込みは経営品質協議会ホームページ（https://www.jqac.com)をご覧ください。 
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１１月号（予定）： 
巻頭言：経営デザイン認証組織経営者／対談 

新企画！「顧客価値経営ガイドラインのコンセプトシリーズ」 

「経営品質活動の誕生」／過去の JQAC レポートからえりすぐりの記事を再掲載 

変革の必読書／地域の経営品質協議会紹介―鹿児島／全国のイベント情報ほか 
 

編集後記  

今月号から、新しい連載「経営品質活動の誕生」が始まりました。初回は、この活動の原点ともいえる「CS 経営総

合会議」という大手企業有志の集まりと、その流れを受け継いだ「CS フォーラム 21」の誕生までを振り返りました。

30 年以上前の出来事をたどるため、昔の資料を引っ張り出しながら形になった記事でした。顧客価値経営ガイドラ

インでも「歴史を振り返る」ことの大切さを掲げていますが、まさに自分たちも“紺屋の白袴にならぬように”と感じた

ところです。過去の記録もしっかり残しておくことの大切さを、改めて実感しました。 

また今号からは、約 30 年間続いている「JQAC レポート」の中から「もう一度読んでほしい記事」を再掲載する企

画もスタートしました。第 1 回は、1999 年日本経営品質賞を受賞されたリコーの桜井さん（当時社長）のお話です。

桜井さんにはその後も日本経営品質賞委員会の委員としてもご指導をいただきました。１０年前の記事ですが、今読

み返しても、学びや気づきが多く、熱気がよみがえってきます。今後もこれまでに発行した約 240 号の中から、珠玉

の記事をピックアップしてお届けしていきますので、どうぞお楽しみに。 

そして次号の 11 月号では、「顧客価値経営ガイドライン コンセプトシリーズ」がスタートします。ガイドラインの

“核”となる考え方を、具体的な事例を交えてわかりやすくご紹介いたします。ご期待ください。 

今月は、日本で初めて女性の総理大臣が誕生するという歴史的な出来事もありました。 

社会全体が変革の空気に包まれる中で、私たち自身もこの流れをどう生かしていくのか、改めて問われているの

かもしれません。 

秋を飛び越えて冬の気配を感じる季節になりました。どうぞお体に気をつけてお過ごしください。 

次号でも、皆さまと誌面でお会いできることを楽しみにしています。 

 


